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を見据えた上で日本のGATT加入を支持、  そして対日MFN供卑をしたのであった。  
卒業生の皆さんへ   
ご卒業、おめでとうございます0数年前、皆さんの2回生、3回生の頃を思い浮かべても、あらためて、過ぎ  
ゆく時の速さを感じます。何だか、私ひとりが速さの遣う時計とともに生きているような気がしますが・・・（笑   
今年も機関誌が無事発行できました0書上げた後の感想はどんなものだったでしょう？？これからしばらくは、  
今までとは全く違う環境で戸惑うことも多いかとは思いますが、きっと、これまで以上の充実感に恵まれるもの  
と確倍しています。   
藤嶋くん、長い付き合いでした。入ゼミしたての頃のあどけなさ！？がとても懐かしいこの頃です。今は‥・   
酒井さん、きびしいツッコミをありがとう。酒井さん溌の、メールを駆使したディベート準備が印象的でした。   
サムナン、ゼミやインゼミ準備などなど、あなたの向学心にはとても刺激を受けました。今後もよろしく。   
清水くん、年が近い？せいか、安心して昔話が出来ました。インゼミ準備も凄い時間だったね。   
イヌイラ、お酒の席でのご活躍！は、いっまでも心に残るでしょう。   
藤中（とも）くん、あなたがしてくれたゼミ説明会と当日！のことは、きっと語り草になるでしょう‥‥・   
顔中（ヤス）くん、院生の出番がないくらい充実したゼミ長ぶりでしたね。これからも純なままでいて下さい。   




時でも、それ以外の機会でも、みなさんとお会いできる日を楽しみにしています。   







































事．弘†T仮加入   






























（2）1951年の転機と加入申諦   
GÅTT第5回総会（50年9月）まで実質的に進展しなか  
った日本のGATr加入は、講和条約が調印され、関税率（関  
































































































を要求した英国と異なる14。   
カナダは日本の加入を挺子に米国の関税率引下げを望ん  
ではいたが、GÅTrの無差別原則を弱めたくなかったので  























































































が生じるl㌔ 日本がMmを得られるのは、後者の「宣言」 1  













































国）をもって可決される。   



































































－116－   
得る。そして第6に、GATT加入によって日本をGATrの  
規定に従わせ、また、日本の貿易慣行に関する直接的な協  



































































































































































































ー118－   





米MSA協定が注目されていたのである。   
米E引ことってカナダは貿易相手国として  
表2  日加賀易の推移  （千ドル）  
19引  柑52  相関  柑糾   1955   
カナダからの輸入  引．亜1 1用．榊 127朋5 1払糾7 1鴨β柏   














































































－119－   
